
議員定数調査特別委員会の設置に関する決議 
 
【趣旨】 

芦屋町議会においては、平成２５年１２月に議員定数を１３人から１名減の１２

人とする条例改正を行い、現在に至っている。 
しかしながら、本町の人口については、将来推計においても更なる減少と高齢化

の進行が見込まれており、今後は人口に応じた定数に見直すといったことも検討し

ていく必要があると考えている。 
一方、行政監視機能や政策立案・政策提言機能など、地方議会にはこれまで以上

に重要な役割が求められており、議員グループによる各種団体との意見交換や本年

６月定例議会における「観光施策に関する決議」の提出など、議会機能の充実に向

けた取り組みを進めているところである。 
また、議員のなり手不足や若年層の政治参加を促進する視点から、全国町村議会

議長会より議員報酬についての提言がなされ、全国的にも議員定数の見直しが進む

なか、近隣自治体でも議員定数の削減が行われている現状である。 
こうした状況を踏まえ、当議会においても議員定数の在り方について、調査・検

討を行う必要性を感じており、来年予定されている町議会議員選挙を前に、現在の

議員が責任を持ってその方向性を示すことは、将来にわたって持続可能な議会運営

を図る上で極めて重要であると考える。 
本特別委員会は、人口動向、類似団体との比較や議会機能への影響など、様々な

視点から総合的に調査・検討を行うため、設置をお願いするものである。 
 

記 
 
 １．名   称   議員定数調査特別委員会 
 ２．設置の根拠   地方自治法第１０９条及び委員会条例第６条 

３．委  員  数   １２名（芦屋町議会議員全員） 
 ４．付 議 事 件     議員定数の調査・研究について 
 ５．審 査 期 間   調査終了まで 
 


